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〔全体の評価講評：多機能型事業所〕

事業所は看護師を配置し毎日各階の作業・訓練室を巡回し利用者の健康状態を把握し、受診時には必要に応
じ主治医に手紙を書くなど連携を図っています。健康に関する相談にも応じる看護師の存在は利用者の安心に
つながっています。口腔ケアが重要視されている今日、定期的に歯科医師会による口腔ケア指導の実施に対
し、市より表彰されました。多様な障害の急変時に速やかな対応ができるよう全職員は救急救命講習を受講で
きるようにしています。日々は内線用携帯を所持し常に連絡が取れる体制を整えるなど利用者の健康維持に留
意しています。
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さらなる改善が望まれる点

看護師の配置、健康診断、口腔ケア指導などの健康管理と全職員の救急救命講習受講により急変
時の速やかな対応体制を整えています

《事業所名： 福祉事業センター》

個々の障害に適した作業提供ができるよう部品の加工、組み立て、DM封入など難易度の高い作業から軽作業
まで多種を請け負っています。目標工賃達成指導員を配置し、厳しい検査や検品による高品質の維持や納期
の遵守などや短い納期には敏速な対応の強化に心がけ、信頼を得ながら安定した受注と作業活動により高い
水準の工賃支給につなげられるよう努めています。作業は障害の特性や個々の状況に応じられる日課編成で
行い、作業時間や休憩時間の調整による負担軽減と集中力の維持に留意しながら利用者の就労意欲向上に
取り組んでいます。

昨年度から継続して取り組んできた基本理念の浸透を通して、職員が日々の支援との結びつきを意
識できるようになりました
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職員ごとに研修計画を立て、個人面談の際に職員に期待することを伝えると共に、職員自身が立てた目標の実
現に向けて受講を希望する研修等を決めるなど、組織が職員の自己研鑚を後押しできるようにしています。し
かし、職責や職務内容に応じたキャリア形成の中長期的な展望と連動した事業所の人材育成計画は作成され
ておらず、中長期的な視野でみると、職員の定着・育成は気を許せる状態ではありません。次世代の事業所経
営を担うことになるリーダー層の育成や次世代のリーダー層の育成等を見据えた人材に関する育成計画書の
策定が期待されます。

個別支援計画の見直しに有効な記録となるよう、職員間で必要となる記録を残す工夫が期待されま
す

支援ソフトを活用し、利用者の日々の取り組みについて個別に記録がなされています。業務に就く前に支援ソフ
ト内に記載されている様々な情報を確認するよう周知を図り、利用者の状態を把握して支援にあたるよう、利用
者個々の個別ケース記録など閲覧することは可能とし、職員間で共有できる仕組みは整えています。その一方
で、ケース記録は利用者や家族に確認いただく、サービス提供記録を兼用していることから、個別支援計画の
見直しに有効な記録というにはまだ改善の余地があります。職員間で必要となる記録を残す工夫が期待されま
す。

基本理念や基本方針の具現化に向けて、事業計画書の内容を具体化し、職員間で共通認識が図れ
るような目標設定の工夫が期待されます

昨年度から取り組んできた基本理念と基本方針の周知・実践を促進させるためにも、事業計画書の行動内容を
より具体化させる必要があります。職員会議において、定量目標の進捗管理はなされていますが、定性目標に
ついての進捗管理は十分とはいえない状況です。抽出された組織やサービス課題に対する行動計画につい
て、職員間で共通認識が図れるような具体的な定性目標（ありたい姿の明確化）や定量目標に置き換えるな
ど、目標設定の工夫を行うことが期待されます。

キャリア形成の中長期的な展望と連動した次世代の事業所経営を担う人材育成を見据えた育成計
画書の策定が期待されます
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基本理念と方針の周知徹底を図るべく、昨年度から継続して法人の基本理念「福祉サービスを必要とするすべ
ての人々に、その人の人格の尊厳を守り、その人の環境、年齢及び心身の状況に応じて本来的な生活を築き、
生命の輝きを見出すことのできる福祉サービスを提供することである」を毎月唱和を続けています。また、個別
面談時や会議の際に、施設長より基本理念に関連する話をし、日々の支援との結びつきを職員が意識できるよ
うに働きかけました。その甲斐もあり、職員自己評価では基本理念が浸透している状況が推察されました。
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特に良いと思う点
個々の障害に適した作業提供に多種の作業を安定的に受注し、高品質の維持や納期の遵守に信頼
を得て利用者への高工賃支給につなげています
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